
 

印西都市計画地区計画の決定（白井市決定） 

 

都市計画復業務施設地区地区計画（案） 

名    称 復業務施設地区地区計画 

位    置 白井市復字南辺田、字台、字仲ノ下及び字北ノ下の各一部の区域 

面    積 約１３．２ｈａ 

地区計画の目標 

本地区は、北総線白井駅から南東約１．４ｋｍの市街化調整区域に位置し、北側及び
西側は、市街化区域の住宅地に囲まれた良好な居住環境が形成されている。 
また、南側は傾斜地となっており、地区外は市街化調整区域の農地として自然的景観

が形成されている。 
本地区は、北千葉道路の（仮称）小室ＩＣ（インターチェンジ）に近接していること

から、白井市都市マスタープランにおいて、「緑住ゾーン」の「ＩＣ周辺検討地区（緑住）」
として、ＩＣを活用した民間活力による多様な産業の受け皿づくりを進め、地域の振興
に寄与する施設の立地の誘導を図ることとしている。 
このため、地域の特性及び交通の利便性を活かした「データセンター」などの業務施

設の立地を適正に誘導するとともに、既存住宅の良好な居住環境及び自然的環境と調和
した、良質な地区整備の形成を図ることを目標とする。 

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

土地利用の
方針 

「データセンター」としての機能を持つ地区の形成に向け、当該地区を２つの地区に
区分し、土地利用の方針を以下のとおり定める。 

 
１ 業務施設地区Ａ（データセンター・変電所用地） 
業務施設地区として周辺の居住環境に配慮しつつ適切な土地利用を図る。 
また、住宅環境及び農地等の周辺環境との調和を図るため、良好な景観や緑化による

周辺との調和に配慮する。 
 

２ 業務施設地区Ｂ（地域貢献施設） 
地域住民の貢献施設として土地利用を図る。  

地区施設の
整備の方針 

地区計画の目標を踏まえ、土地利用の方針に即し、当該地区にふさわしい適正かつ合
理的な土地利用を創出するため、地区施設として道路を整備する。 

 

建築物等の
整備の方針 

 

 地区計画の目標を踏まえ、土地利用の方針に即し、「建築物等の用途の制限」、「建築物
の敷地面積の最低限度」、「壁面の位置の制限」、「建築物等の高さの最高限度」及び「建
築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限」を定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復業務施設地区地区整備計画書 
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地区施設の配置及び 
規模 

種  別 規   模 

道路 幅員１２ｍ 延長 約３８０ｍ 

建   
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地区の 
区分 

地区の
名称 

業務施設地区А 
（データセンター・変電所用地） 

業務施設地区Ｂ 
（地域貢献施設） 

地区の
面積 

約１２．７ｈａ 約０．５ｈａ 

建築物等の用途の
制限 

次に掲げる建築物以外の建築物は、建築し
てはならない。 
(1)事務所（データセンター） 
(2)電気供給施設（変電所） 
(3)前各号に掲げる建築物に付属するもの 

次に掲げる建築物以外の建築物は、建築し
てはならない。 
(1)店舗、飲食店 
(2)事務所（集会所） 
(3)前各号に掲げる建築物に付属するもの 

建築物の敷地面積
の最低限度 

１０，０００㎡ １，０００㎡ 

壁面の位置の制限 

道路境界線及び敷地境界線から建築物の外
壁又はこれに代わる柱の面までの距離は、次
に掲げる数値以上とする。 
(1) 計画図に表示する１号壁面線において 

は、１０ｍ以上とする。 
(2) 計画図に表示する２号壁面線において 

は、６ｍ以上とする。 

建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から
の距離は、次に掲げる数値以上とする。 
(1) 道路境界線及び敷地境界線までの距離 
は、１ｍ以上とする。 
 
 

 
ただし、次の各号のいずれかに該当するも

のについては、この限りではない。 
(1) 電気供給施設（変電所） 
(2) 事務所（データセンター）の附属建築物 
(3) 電気供給施設（変電所）の附属建築物 

ただし、次の各号のいずれかに該当するも
のについては、この限りではない。 
(1) 店舗、飲食店の附属建築物 
(2) 事務所（集会所）の附属建築物 

建築物等の高さの
最高限度 

４０ｍ 

１０ｍ 

ただし、計画図に表示する１号境界線から

の水平距離が２５ｍ未満の範囲における建築

物等の高さは、１０ｍ以下でなければならな

い。 

 

建築物等の形態又
は色彩その他の意
匠の制限 

(1)建築物の外壁又はこれに代わる柱並びに屋根の色彩は、原則として原色を避け、周辺の環
境と調和した落ち着きのある色調とする。 

(2)配管類、室外機及び屋上等に設置される機器・設備は、景観に配慮した位置や目隠し等の
工夫を図る。 

｢区域及び地区整備計画の区域は、計画図表示のとおり。｣ 
理由：白井市都市マスタープランが目指す土地利用の実現を図るため、市街化調整区域における地区計画の運用基準の類
型に即し、本地区において業務施設を適切に誘導する地区計画を決定する。 


